
“惹かれる工学”とは何か？
― 未来を担う多様な選択肢としての工学を考える―

山本元司（九州大）

女性理工系人材が増えるために

工学系の現状と八大学の取り組み





1. 春と秋の常設会議・3月の総会・運営委員会

各大学で共通性の高いテーマ（女子学生，女性教員，ダイバーシティ，博士学生）を議論

活動方針を議論，社会への提言のまとめ，フォーラム・シンポジウム企画，経済団体・文科省等の講演

2. 分科会活動

第一分科会：博士フォーラム企画実施

第二分科会：若手研究者育成

第三分科会：メッセージ発信のための基礎データ収集

3. 博士フォーラム

各大学持ち回りで12月ころに博士学生主体で博士魅力向上のためのフォーラム開催

4.    シンポジウム

３月ころに八大学共通課題に関するシンポジウム開催，2025年は同時にマスコミへ八大学取り組み情報発信

5.   広報活動（つながる工学部ウエブ）

工学部の広報活動，つながる工学部ウエブ，記者会見で八大学の考え方を発信

6.  人材交流事業（六大学），アジアディーンズフォーラムへの若手女性研究者派遣

クロスアポイントメントを活用した若手教員の人事交流

八大学工学系連合会の主な活動



０）八大学で魅力ある工学系のための共通課題を議論
日本の産業競争力強化，八大学の教育研究力強化のため，特に
＊博士課程学生を増やすこと
＊女子学生・女性学生を増やすこと

１）なぜ女子学生・女性学生を増やす必要があるか？
＊日本の産業競争力，研究開発力維持向上（ダイバーシティ）
＊女性を含めた優秀な人材の工学分野での活躍が期待される
＊工学系女性教員，研究者，技術者が非常に少ない（男性メイン）
＊現状工学系女子在学生が非常に少ない
（一方で１８歳人口減少，＝理工系志願者減少）

＊諸外国と比較して非常に少ない
＊受験生数低下を考えると，女子受験生が多い他分野からの誘導が重要





２）八大学，国立大学，全国大学理工系学部の現状（女子比率）

学部学生比率

女子比率

学部学生数 35万 84万 8万 39万 8万 8万 6万0万 18万 8万 263万



７大学学部全体の女子学生比率は約29% (九州大で30%）
しかし八大学工学部では約11%  （国公私立大全体で工学系は16%）

＝＞ポイント 工学部に関して女子学生比率は 国公私立とも低い．
八大学は特に低い

工学の中でも分野（学科）によって濃淡が大きい

工学部，八大学での女子比率

建築系学科の女子学生比率はおおよそ20〜30％程度（東京科学大）

情報理工学院では女子比率が4.1％ （東京科学大）

機械系学科の女子比率 約6.6%（東京科学大）

工学部化学系において工学部全体の学生数に占める女子の割合：おおよそ 15%前後
（内閣府男女共同参画局「科学技術・学術における男女共同参画の推進に関する資料）

３）基礎データ（現状理解）



建築や環境工学、バイオエンジニアリングなどの分野では、**30〜40%**に達する

＊西欧諸国（英，独，仏など）
平均的な女子学生比率は約20〜30%程度
特に航空宇宙工学や機械工学などの分野では、10〜15%程度とさらに低い傾向

＊アメリカの大学における工学系学部の女子学生比率について、最新の統計（NSF2025）によると：
全体の大学生では女子の方が多数を占めているが、工学系（Engineering）に限ると、女子学生の割合
は依然として低め。具体的には、全米科学財団（NSF）などのデータによると、工学系学部における
女子学生の割合は約20〜25%程度とされている この割合は年々少しずつ増加傾向にあるが、依然として
男性が多数を占める分野となっている
コンピューターサイエンスや機械工学などの分野では女子比率がさらに低くなる傾向（15〜20%程度）
一方で、バイオメディカルエンジニアリングなどの分野では女子比率が比較的高く、40%近く

＊中国・精華大学では
電機工程学系 17.3% 資訊工程学系 22.7%
材料科学工程学系 26.2% 動力機械工程学系 26.0%
化学工程学系 36.3% 工業工程與工程管理学系 43.2%
工学院学士班（全体） 41.0%
＝＞日本よりはだいぶ高いが，中国大学全体では50－60％が女子であることを考えるとかなりと低い

実は諸外国でも工学系は比較的女子比率低い



年齢による理系科目好みの変化

小学生女子（高学年）
算数が好き：男子よりやや低い傾向があるが、**約40〜45%**程度の女子が「好き」と回答
理科が好き：男子よりもやや低く、**約35〜40%**程度の女子が「好き」と回答

これらのデータは、内閣府の「令和元年男女共同参画白書」、
学研教育総合研究所の2024年版調査に基づいています

中学生女子
数学が好き：男子よりも顕著に低く、**約25〜30%**程度
理科が好き：こちらも男子より低く、**約20〜25%**程度

＝＞ポイント：小学生から中学生になると理数の好みが半数近くになる
中学から高校も同様な傾向

高専の場合：本科（1〜5年生）全体の女子学生比率：24.6%
専攻科（本科卒業後の2年間）：女子比率は19.0%
なお，機械系学科の女子比率：約6.6%
（機械工学科、メカトロニクス系、ロボティクス系などを含む「機械系」に分類される学科の平均値）

＝＞大学より高専が女子比率が高いのは 中学から受験することの影響が大きいと考えられる
＝＞高校までに工学部をイメージする科目がない，教師が工学部を知らないことも問題
＝＞そもそも数学が嫌い，数学ができないから文系，をなんとかしないと

全国学力調査（R4:文科省）中3：正答率
数学 52.1%（女子），51.8%（男子），理科 50.3%（女子），49.1%（男子）
国語 73.8%（女子），65.0%（男子）



日本・アメリカ・中国・韓国の高校生を対象にした科学に関する意識調
査で、「社会に出たら理科は必要なくなる」と思う日本の高校生の割合
はおよそ半数にのぼり、4か国で最も高かったことが分かりました。

調査は、日本の国立青少年教育振興機構など各国の青少年に関する団体
が去年9月から今年1月、日米中韓の4か国、およそ1万6000人の高校生を
対象に実施しました。

それによりますと、日本の高校生は理科の実用性や必要性に関する認識
が低く、「社会に出たら理科は必要なくなると思う」と答えた高校生は
米中韓で1〜3割なのに対し、日本は45.9%と半数近くに上り、4か国で最
も高かったことが分かりました。

一方、動物や人体、植物や天文に関することには、他の国の高校生と同
様に興味・関心はあるものの、それらを体感できる、▼キャンプや山登
りなどの自然体験、▼星や岩、花や野鳥などの自然観察、▼農林水産業
に関する体験活動を経験した割合が米中韓と比べて低かったことも分か
りました。

調査を行った同機構の青山鉄兵客員研究員は、「日本の高校生の科学の
学力は世界トップレベルを維持しているが、学力と意識のかい離がある。
学校外での自然体験や科学プログラムへの参加といった興味の土台とな
る学習機会が国際的に見て乏しい状況だ。学校内外での主体的・探究的
な学習機会の不足が、いわゆる理科離れの背景にある」とコメントして
います。



理系他分野（他学部）の女子比率

国立大学薬学部 全国平均で女子学生比率は約60〜70％程度
特に薬剤師養成課程（6年制）では女子比率が高く、70％を超える大学も多数存在
多くの国立大学歯学部での女子学生比率は約30〜40%前後。
例えば、以下のような大学のデータがあります（令和6年度）：
北海道大学：33.8% 新潟大学：28.3% 大阪大学：33.8% 岡山大学：33.8% 九州大学：33.8%
長崎大学：37.5% 鹿児島大学：33.8%

日本の国立大学医学部における女子学生の平均比率は約36.3%。つまり、男子が約63.7%を占めています。
ただし、大学によって女子比率には大きな差があります。以下は女子比率が高い国立大学の一部です：
弘前大学：女子53.6% 島根大学：女子50.0% 滋賀医科大学：女子49.5%
佐賀大学：女子47.1% 富山大学：女子47.6% 高知大学：女子45.5% 愛媛大学：女子44.5%

2023年時点での日本の国立大学における理学部の女子学生比率は、以下のような傾向が見られます。
全国平均での理学部女子学生比率は約30％前後とされています
ただし、大学や学科によって大きく異なり、物理学科や数学科では20％未満のところも多く、
生物学科や化学科では40％を超える場合もあります。
例えば、東京大学理学部では女子比率は約20％程度、京都大学や大阪大学でも同様の傾向が見られます。

＝＞医歯薬系は女子比率高い（30%-40%）．特に薬学部・薬剤師養成コースは極めて高い．看護，家政系70-80％
＝＞理学部は全体的には30%程度だが，物理・数学は20%未満
＝＞農学部は全体的に30-40%程度と高い
＝＞現状の割合の理由はいくつか考えられるが，これらを工学系に誘導することが重要！

医学部

薬・歯学部

理学部



八大学工学系学部：ダイバーシティの状況のまとめ

⚫ 機械・船舶・工学（G1+H2+H3）・電気通信工学（G2）・応用理学（G5）
➢ 女子学生の比率は低い（5〜8%）

⚫ 応用化学（G4）
➢ 女子学生の比率は高い（12〜17%）
➢ 2021年入学から伸びている．

⚫ 土木建築工学（G3）
➢ 女子学生の比率は高い（18〜22%）

⚫ その他（J9＋G8，X9）
➢ 様々な学科，学際的な学科などの総計
➢ 女子学生の比率は高い（13〜20%）

⚫ 学年ごとに大きな違いはない（全体として微増）

工学系学部全体としては
女子比率 12%
留学生比率 3%未満





４）八大学取り組み





取り組みの内容 開始年度 対象 内容
リケジョ会議 2023 女子 広報
マテジョLABO×ALicE 研究室見学会 2023 女子 広報
工学部新入生女子交流会 2023 女子 広報
入学オリエンテーションにおける女子学生ネットワーキ
ングの取り組み 2023 女子 広報

オープンキャンパスにおける「ダイバーシティカフェ」
の開催 2023 女子 広報

工学部in東京で、『女子高校生・保護者向け相談コー
ナー』 2022 女子 広報

メタバース工学部の活動（年齢、ジェンダー、場所に関
わらず、工学や情報を学べる教育システムの構築。学
部・大学院を問わない）

2022 女子 広報

イベントの実施、広報媒体の作成等 2021 女子 広報
高校の進路指導教員を招き、女子高校生の進路選択の傾
向や工学部の多様性などアピールすべき魅力等について
意見交換を実施。

2021 女子 広報

女子高校生向け説明会 2020 女子 広報
女子学生のつどい 2019 女子 広報

女性科学者サミット 2018 女子 広報
女子高生向けに向けた広報誌「VOICE OF WOMEN IN 
ENGINEERING」の発行

2018 女子 広報

オープンキャンパス「理系女子のためのキャリアパス講
演会」の開催

2018 女子 広報

イベントの実施、広報媒体の作成等 2017 女子 広報

イベントの実施、広報媒体の作成等 2016 女子 広報
工学部オープンキャンパス 女子中高生のためのミニ
フォーラム 2011 女子 広報

オープンキャンパスにおいて、女子高校生向けイベント
を開催 2002 女子 広報

イベントの実施、広報媒体の作成等 女子 広報

イベントの実施、広報媒体の作成等 女子 広報

取り組みの内容 開始年度 対象 内容

学校推薦型選抜に女子枠を設置 2023
（2025）

女子 入試

総合型選抜入試の女子枠新設 2025 女子 入試

総合型選抜入試の女子枠新設 2024 女子 入試

総合型選抜入試の女子枠新設 2024 女子 入試

学校推薦型選抜入試の女子枠新設 2024 女子 入試
総合型選抜入試の女子枠新設 2024 女子 入試
学校推薦型選抜（特色入試）において、各学校長が
推薦できる人数を1名から男女各1名計2名（男女いず
れかのみが在学する学校においては、1名）までと変
更。

2022 女子 入試

５）八大学個別の取り組み

●入試

●生活支援

●経済支援

●広報

取り組みの内容 開始年度 対象 内容
マイクロン財団による女性学生のパブリケーション活動
活性化支援助成制度 2021 女子 広報

女子学生向け住まい支援 2017 女子 生活支援
女子寮整備 2017 女子 生活支援
女性休養室の設置 2015 女子 生活支援

休養室、育児支援室、更衣室、必要機器、担当職員配備
などの環境整備（学部・大学院を問わない）

女子 生活支援

取り組みの内容 開始年度 対象 内容
記念奨学金-女子学生枠- 2024 女子 経済支援
女子学生に係る入試成績優秀者への入学支援金制度 2022 女子 経済支援

理工系女子学生を対象とした入学支援金制度 2022 女子 経済支援

女子学生のための奨学金 2016 女子 経済支援

女子学生のための奨学金 2013 女子 経済支援



取り組みの内容 開始年度 対象 内容

女性研究者及び大学院生向けにアカデミックライ
ティングセミナー開催

2023 女子 研究支援

女子大学院生優秀研究賞 2019 女子 研究支援

大塚賞 2005 女子 研究支援

取り組み：大学院 女性学生支援

取り組みの内容 開始年度 対象 内容

リケジョ会議 2023 女子 広報
マテジョLABO×ALicE 研究室見学会 2023 女子 広報
女子学生交流会 2023 女子 広報
自動車業界で活躍する女性エンジニアによる講演会
開催

2023 女子 広報

理系女子中高生支援企画 2010 女子 広報
女子学生を含む大学院生へのインタビューを大学院
受験生向けの冊子（工学研究科案内）や工学研究科
のホームページの特設ページに掲載する等して工学
研究科の魅力を伝えるコンテンツを拡充させ、各研
究分野の魅力を積極的に発信し、大学院進学への意
識を高める取組を実施している。

女子 広報

取り組みの内容 開始年度 対象 内容

女性用休憩室の設置 2022 女子 生活支援
マイクロン財団による女性学生のパブリケーション
活動活性化支援助成制度

2021 女子 生活支援

女子寮整備 2017 女子 生活支援
女性休養室の設置 2015 女子 生活支援
工学系女性研究者育成支援推進室の設置 2013 女子 生活支援
工学系研究室に在籍している女子学生に対して教育
研究活動により深夜に帰宅せざる得ない場合にタク
シーを利用した際にタクシー料金を支援

2010 女子 生活支援

本研究科の学生等が、安全・安心な環境において公
正な機会を得られるようダイバーシティ・エクイ
ティ＆インクルージョン（DEI）推進宣言に基づく取
組みを推進

女子 生活支援

休養室、育児支援室、更衣室、必要機器、担当職員
配備などの環境整備

女子 生活支援

●研究支援

●生活支援

●経済支援

●広報

取り組みの内容 開始年度 対象 内容

博士後期課程女性フェローシップ 2021 女子 経済支援
女子学生のための奨学金 2016 女子 経済支援

学部
⚫ 各大学，中高生への広報を活発に行っている
⚫ 女子枠入試（総合型選抜）の増加

結果が現れるのは来年以降



取り組みの内容 開始年度 対象 内容

短期交換留学プログラム その他 国際交流

取り組みの内容 開始年度 対象 内容

海外在住私費外国人留学生特別入試 2014 留学生 入試

ダイバーシティ促進：学部 留学生，その他
●入試

●生活支援

●国際交流

●経済支援

●その他

取り組みの内容 開始年度 対象 内容
大学内コミュニケーションツールSlackと翻訳アプリ

DeepL連携
2022 留学生 生活支援

原則工学部１，２回生を対象とした必修・推奨の専
門科目38科目に英語と日本語の字幕をつけた講義動
画をアーカイブ化し、履修学生に提供している。留
学生にとっては、日本語字幕による日本語の習得、
専門用語の習得、英語字幕による理解増進に繋がっ
ている。

2020 留学生 生活支援

留学生の語学・就職・生活支援（学部） 留学生 生活支援
留学生のための課外の日本語授業（初級、初中級、
ビジネス日本語）提供している。

留学生 生活支援

取り組みの内容 開始年度 対象 内容

外国人留学生を対象に含む授業料免除制度 留学生 経済支援

学部
⚫ 大学院生に比べて支援が少ない．
⚫ 定員管理により留学生の急増が難しいことも背景にあり？

入試や国際コース設置などは抜け落ちているかも

大学院（次ページ）
⚫ 経済支援が急増している

国際コースなど，他の大学も実施していると思われる

取り組みの内容 開始年度 対象 内容

日本人学生向けの英語講義科目の提供 2024 その他 その他



取り組みの内容 開始年度 対象 内容

（博士後期課程）在外出願AO入試 2023 留学生 入試
博士課程における外国人留学生入試の実施 留学生 入試
（博士後期課程）外国人留学生特別選抜 留学生 入試
（修士課程・博士後期課程）外国人留学生AO入試 留学生 入試

外国人留学生特別選抜試験実施 留学生 入試

ダイバーシティ促進：大学院教育 留学生
●入試

●国際コース

●生活支援

●経済支援

取り組みの内容 開始年度 対象 内容

英語による教育プログラム 2020 留学生 英語コース

英語による教育プログラム 2014 留学生 英語コース

英語による教育プログラム 2010 留学生 英語コース

英語による教育プログラム 2010 留学生 英語コース

英語による教育プログラム 2010 留学生 英語コース

英語による教育プログラム 1999 留学生 英語コース

英語による教育プログラム 1982 留学生 英語コース

英語による教育プログラム 1982 留学生 英語コース

英語による学位取得コースの設置 留学生 英語コース

●研究支援
取り組みの内容 開始年度 対象 内容

国際コース生（私費留学生）向けの国際・国内研究
集会派遣旅費

2014 留学生 研究支援

取り組みの内容 開始年度 対象 内容

留学生の語学・就職・生活支援（大学院） 2022 留学生 生活支援
大学内コミュニケーションツールSlackと翻訳アプリ
DeepL連携

2022 留学生 生活支援

留学生のための課外の日本語授業（初級、初中級、
ビジネス日本語）を提供している。

留学生 生活支援

取り組みの内容 開始年度 対象 内容

大学独自の留学生向け経済支援制度（名称：優秀な
私費外国人留学生に対する授業料免除制度）

2024 留学生 経済支援

国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラ
ム・ IGP(A)

2024 留学生 経済支援

優秀な私費外国人留学生に対する授業料免除制度 2024 留学生 経済支援
研究科による外国人留学生への経済支援 2023 留学生 経済支援
国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラム 2022 留学生 経済支援
国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラム 2022 留学生 経済支援
奨学金（留学生のみではないが、留学生受給者が多
い）

2021 留学生 経済支援

私費外国人留学生特待プログラム 2010 留学生 経済支援
国際人材育成コース生（私費留学生）向けの奨学金
（月額5万円）

2007 留学生 経済支援

外国人留学生への奨学金支給 2004 留学生 経済支援
外国人留学生への奨学金支給 2004 留学生 経済支援

取り組みの内容 開始年度 対象 内容

MIT学生交流プログラムの拡大検討（材料系，応用化
学系）

2023 留学生 国際交流

学院独自の国際シンポジウム開催（大連理工，アー
ヘン工科大）

2022 留学生 国際交流

ジョイントディグリープログラムの実施 2022 留学生 国際交流

海外の大学／大学院の正規課程に在籍する学部３年
生以上の学生に対する短期受入れの支援

留学生 国際交流

Double Degree Program (ギーセン大、マラヤ大、マヒ
ドン大、ほか)

留学生 国際交流

留学生相談室をコアにした日本人学生-留学生交流 留学生 国際交流

短期交換留学プログラム 留学生 国際交流

●国際交流



ダイバーシティ促進：大学院 女性研究者・その他
●生活支援

●経済支援

●入試

取り組みの内容 開始年度 対象 内容

工学研究科に「育児支援・休憩スペース」を設置し
た。
室内には人目を気にせず休憩できるように、カーテ
ンで仕切ることができるスペースを設け、リラック
スできるソファーや机・椅子を設置し、必要に応じ
て内鍵がかけられるように内装等を整えた。

2022 女性研究者 生活支援

女性研究者支援 女性研究者 生活支援

取り組みの内容 開始年度 対象 内容

博士前期課程入試における筆記試験免除選抜の実施 その他 入試

博士後期課程入試における社会人特別選抜の実施 その他 入試

（博士後期課程）社会人特別選抜 その他 入試

取り組みの内容 開始年度 対象 内容

文部科学省大学院特別プログラム その他 経済支援

●経済支援

取り組みの内容 開始年度 対象 内容

平日夕方以降の講義・講究のオンライン化 2020 その他 その他
土曜の講義・講究のハイフレックス化 2020 その他 その他
外国人常勤教員採用時支援制度 その他 その他

日本人学生向けの英語講義科目の提供 その他 その他





5）まとめ

・工学系大学学部における女子学生割合・内外の比較
（実は諸外国もそこそこ低い）

・同じ工学系でも分野（学科）によって女子学生割合はかなり異なる

・分野（学科）による偏りは世界的にだいたい同じ

・八大学連合会として，また，個別の大学で取り組み実施中

・入試プロモーション，工学分野理解促進
高校では遅い．小中学生でなんとか興味の低下を食い止める！

・社会・保護者に工学系の魅力を積極的に伝える

・在学女子学生・女性学生への丁寧なケア

・従来の女子受験生人気の分野から工学系へ積極的に誘導


